
1．はじめに
国際交流基金（JF）関西国際センター（以下，センター）
は，海外で日本語を学ぶ人たちのための滞在型研修施設と
して，1997（平成 9）年に大阪府泉南郡田尻町に設立さ
れた。センターは，海外の外交官，公務員，研究者，大学
院生などを対象とした訪日研修を実施している。また，海
外で日本語を学んでいる大学生や高校生が滞在することも
ある。東南アジア，アフリカ，中央アジア，ヨーロッパな
ど，さまざまな国の人たちが来日し，日本語や日本の文化
を学んでいる。
センター図書館は，主に人文・社会科学系の日本に関す
る資料を多言語で収集している専門図書館である。セン
ターの 2階にあり，蔵書は約 57,000 冊（日本語資料約 7
割，外国語資料約 3割），雑誌 310 タイトル，新聞 6紙（日
本語／英語の 2言語），視聴覚資料 1,927 本（2024 年 3

世界各国から集まってきた研修生に対して，蔵書 57,000 冊の小さな専門図書館が，どのようにサービスしているか，研修活動のサポー
トを行っているかについて述べる。日本語研修施設で行われている研修活動での図書館の役割に関する実践報告である。
キーワード：図書館，国際交流，訪日研修

月末現在）という環境を，専任司書 2名（内 1名は嘱託），
アルバイト職員 1名で運営している。図書館の主な利用
者は，研修参加者（以下，研修生），日本語教育専門員，
センター職員・スタッフであるが，外部一般の方誰でも利
用できるように広く開放している。
本稿では，主に訪日研修に参加する研修生を対象にした
当館の取り組みを紹介したい。

2．関西国際センターの研修について
2.1　どんな研修？どんな研修生？
センターでは，年間約 30の研修を実施している。国際
交流基金主催で研修生を招聘するタイプや，他の組織，団
体からの受託研修などである。参加人数は，少ないものは
5名程度，多いものだと 60名を超える。30名ぐらいのも
のが多い。期間は 1日だけの短いものから 8か月間の長
いものまで様々である。2週間から 1か月程度のものがほ
とんどだ。
研修生の出身国も様々だ。目立つのは，東南アジア，中
南米，アフリカと言ったところだろうか。いろいろな国の
いろいろな人たちが，センターに現れては去ってゆく。
研修生は期間中，主に日本語の勉強をしている。研修方
法は多様で，講義形式もあれば，グループに分かれての討
議，発表形式もある。茶道，華道，書道などの日本文化体
験や浴衣の着付け体験なども行われている。
図書館は，このような多様な研修に対応して，資料面で
研修活動をサポートすることを任務としている。

2.2　研修のサポート
それでは，具体的にどのようにサポートしているか見て
みよう。研修活動をサポートするにあたって，いつも考え
ているのは，「どうやって図書館に来てもらうか」「どうやっ
て本を借りてもらうか」という事である。とにかく図書館
に来てもらわなければ始まらないのだ。
そのための取り組みの中心となるのは，次の二点である。
①　図書館オリエンテーション
②　本の展示
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この二点の取り組みを進めるにあたって，前提となるのが
研修担当者（日本語教育専門員と事務担当職員）との協力
関係である。図書館オリエンテーションの場合でも，本の
展示の場合でも，その研修が何を目的としているか，研修
の授業で取り上げられる本は何か，研修生個々の関心は何
かについて，事前に把握しておくことが重要である。これ
らの情報は，研修を担う担当者に教えてもらうのが一番だ。
その情報に従って，私たち図書館員は，説明すべき内容と
展示すべき本を決めることになるのである。
2.2.1　取り組み① 図書館オリエンテーション
オリエンテーションの一環として，すべての研修のス
タート時点で，図書館ガイドの時間が設定されている。
20 分くらいかけて館内を案内し，利用方法を説明し，図
書館がどんなところか分かってもらうのが目的である。
まず，利用案内と館内マップを配る。お薦めのブックガ
イドを付ける時もある。利用案内は，研修生の日本語レベ
ルに応じて，日本語版と英語版を用意している。利用案内
に沿って，開館日，利用時間等の基本的な説明を行う。こ
の際に強調するのは，「本は何冊借りてもいいです」とい
うことと，「この図書館にない本でも日本全国の図書館か
ら取り寄せます」ということと，「無料です」ということで
ある。この3点はとにかく強調する。手を振り回しながら，
繰り返して言う。なぜ手を振り回すのかというと，英語で
説明する時など，スーッと言葉が素通りしているような感
じで，相手に伝わっているのかいないのか判然とせず，不
安に駆られて思わず手を振り回すことになるのである。
その後，館内を回りながら，いくつかのポイントで説明
を加える。特に力を入れるのは，その研修のために集めた
展示本のコーナーである（後で詳しく説明）。日本語多読
のコーナーも抜かすことができない。このコーナーには，
市販されている日本語多読本だけでなく，センターの日本
語教育専門員や研修生が作った日本語多読のための資料も
並んでいる。この図書館の特色の一つだ。
それから，時間があれば一般書架の説明に移るわけだが，
研修の性格によって，紹介する棚を変えるようにしている。

2.2.2　取り組み② 本の展示
研修担当者から教えてもらった情報に従って，展示する
ための本を集める。日本語教育関係の本はもちろんとし
て，最近は SDGs 関連の本を展示することも増えた。授
業の題材として，資源のリサイクルなどが取り上げられる
からだ。他にもダイバーシティ，バリアフリー，食育など
様々である。
授業で取り上げられるテーマに関する展示ばかりではな
い。日本文化体験で研修生が浴衣を着る時は着付けの本の
展示コーナーを作ったり，研修旅行で広島に行く機会には
広島の観光ガイドブックや原爆関連の本を展示したりと
いった具合である。
突発的な展示もある。作家や文化人が亡くなったという
ニュースを聞けば，できるだけ早く（その日の内に）その
人の作品を集めてコーナーを作る。これとは別に，定期的
な「月展示」として，月一回テーマを決めて日本文化に関
する本を展示している。
本集めは，まずは自分の図書館の棚から。しかし，それ
だけで終わることは，ほとんどない。必要な本が足りない
のだ。そこで，他の図書館から必要な本を取り寄せること
になる。この点については，後でまとめて説明したい。
集めた本を展示コーナーに並べて，「8月展示�おばけの
本」などの表示を貼って，コーナーは出来上がる。後はポ
スターを作って掲示板に貼る。そして，「こんな展示をし
ています。みんな来てね。」の案内を研修生に送る。必要
事項のやり取りをする研修生用のチャンネルがあって，そ
こに upするのだ。Excel で作成した展示本のリストと，
コーナーの写真も一緒に添付する。こうして書くとなんと
言うこともないが，結構手間な作業である。しかし，この
お知らせ情報が，研修生と図書館をつなぐパイプなのだ。

図 3　当館の展示

2.2.3　その他の取り組み：多言語おはなし会
当館では，大阪府泉南郡田尻町のボランティアグループ

「はっぴぃぶっく」の協力を得て，「世界の国からこんにち
は」と題した多言語おはなし会を開催している。文化・学
術専門家研修と外交官・公務員研修の研修生から希望者を
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募り，参加を希望した研修生は，地域に住む子どもたちの
前で，出身国の言語で絵本の読み聞かせを行う。
参加者が決まったら，読む絵本と順番を決め，当館事務
室内で一度声に出して練習する。『おおきいちいさい』，
『ぴょーん』，『きんぎょがにげた』など比較的短くて分か
りやすい絵本をあらかじめ準備し，その中から読みたい本
を選んでもらっている。読む絵本は，研修生によって様々
であるが，紙芝居を選んで，フランス語で読んだ研修生も
いた。
おはなし会当日は，「はっぴぃぶっく」の方に進行して
もらう。研修生は，事前に練習をしているとはいえ，おは
なし会当日は少し緊張している。しかし，いざ本番となる
と表情がだんだん和らいできて，楽しそうに絵本を読むの
で，見ている方も楽しくなってくる。参加した研修生から
は，「楽しかった！また読みたい」と好評である。聞いて
いる子どもたちも，外国語は分からなくても，よく知って
いる絵本なので，興味深く聞いている。研修担当の日本語
教育専門員や職員・スタッフからも，「自分たちが知らな
かった研修生の一面を知って，驚いた」との意見をいただ
いている。

3．外交官・公務員研修と文化・学術専門家研修
3.1　二つの代表的な研修
次に研修の具体例として，外交官・公務員研修と文化・
学術専門家研修を紹介しよう。この二つの研修が，期間の
長さの点からも，図書館が関わる度合いが大きいという点
からも，センターの代表的な研修であると言える。

3.2　外交官・公務員研修
外交官・公務員研修は，世界各国から外交官，公務員を
招聘して行われている。期間は8か月間（研修の中で最長）
である。外交関係の将来を担う知日派の外交官・公務員を
養成することを目的としている。研修生の内訳は，外交官
30 名程度，公務員 5名程度である。東南アジア，中央ア
ジア，中南米，アフリカの国々からの参加者が多い。
研修期間 8か月という長丁場であり，参加人数も多く，
研修生一人一人の個性も際立っていることから，研修全体
の中で大きな位置を占めている。研修が終わった後は，
「ほっ」としたり，ロス状態になったりとなかなか複雑な
感情を味わうことになる。
3.2.1　図書館オリエンテーション
外交官・公務員研修のスタートの際にも，図書館ガイド
が設定されている。ほとんどの研修生は，日本語学習経験
がないため，説明は英語を使用しなければならない。これ
が結構な負担となる。担当者用に引き継がれている英文の
説明原稿があり，これに毎年手を加えて，当日はひたすら
カンペを読むのである。この図書館に勤めていた経験を持
つ大先輩から，「図書館で本を借りられるという事が伝わ
ればいいのよー」と励まされたりして，何とか乗り切って
いるという状態だ。
館内の案内コースは，他の研修とほとんど一緒だが，力

を入れて説明するところが 2か所ある。一つは，この研
修のために集めた本の展示コーナー（後で詳しく説明）。
もう一か所は世界各国の観光パンフレット類を集めたコー
ナーである。今までセンターを訪れた研修生が，自分の国
のパンフレット類を置き土産として残して行ってくれてい
る。それを国ごとに BOXに入れて並べているのである。
およそ 100 か国の BOXが並んでいる。研修期間中には，
地域の人たちとの交流を目的とした「ふれあい交流まつ
り」や，地元の小学校訪問など，研修生が自分の国を紹介
する機会が多くある。そういう時に，この BOXの中の資
料が大活躍するのである。
3.2.2　図書館展示
（1）図書館ガイドでの展示
次に，図書館展示の説明に移ろう。まず，一つは図書館
ガイドの際の館内展示である。ポイントは，「歓迎」である。
遠い国から集まってくれた研修生に対して，「図書館はあ
なたたちを歓迎する」というメッセージを全身で表現する
のだ。具体的には次のようなことをしている。
①　�研修生の出身国を紹介している資料（できればその国
の言語で書かれた資料，なければ英語の資料，それも
なければ日本語の資料）を展示する。

②　�研修生の出身国に関する物品（人形とかお皿とか民芸
品とか）を陳列する。過去に研修生が置いて行ってく
れたものがたくさんあるので，それを引っ張り出して
陳列するのである。

③　�研修生の出身国の位置に印を付けた世界地図を展示
コーナーに掲示する。

④　�研修生の国の言語で「こんにちは」を意味する言葉の
カードを作って，カウンターなど，研修生の目に付き
やすい所に貼る。

大体こんな感じである。「全身で表現」などと大げさなこ
とを言ってしまったが，ごくごく当たり前のことばかりだ。
一点目の「研修生の出身国を紹介している資料」につい
ては，もう少し説明が必要だろう。「国を紹介している資
料」は，国によって出版点数が全然違う。多い国は多い。
しかし，無い国は全く「無い」。仕方なく，前述のBOXの
中の薄い観光パンフレットを展示したりするのだが，それ
さえ無い国もある。その国に関する資料が全くゼロなのだ。
そんな時は，その国の大使館に，パンフレット等の寄贈
を依頼したりもする。しかし，協力してくれる国はごく僅
かである。現在，他の方法を模索しているところだ。
（2）研修期間中の展示
研修開始後の展示については，「2.2.2　取り組み②�本

の展示」で述べた通りだが，外交官・公務員研修に関して
は特に留意している点がある。それは，言語のことだ。研
修開始時点では，ほとんど誰も日本語を読むことができな
い。だから，展示する本は日本語以外の言語で書かれたも
のを選ぶ。研修生の国の言語で書かれた本を展示すればい
いわけだが，そんな本はめったにない。日本のおばけにつ
いて書かれたシンハラ語の本を所蔵している図書館がどれ
だけあるだろうか。やむを得ず英語の本を中心に展示する

情報の科学と技術　75巻 3号（2025）― 119 ―



ことになる。
研修生の国の言語で書かれた本の必要性を感じることは
多い。バングラデシュの研修生が，古いボロボロのベンガ
ル語訳の『坊ちゃん』（夏目漱石著）を借りて行ったりする。
そういう姿を見るにつけ，できるだけ多様な言語の本が欲
しいと思う。そうは思うのだが，いろいろな制約から多言
語資料の収集は進まないのが現実だ。
3.2.3　ライブラリースタンプ
外交官・公務員研修では，図書館への来館を促すため，
研修期間中の 2～3週間に 1回「ライブラリースタンプ」
というイベントを行っている。このイベントは，研修生が
図書館に来て，図書館が指定したワード（「こんにちは」，
「ともだち」など）を自分の国の言葉で短冊に書いて，大
きな台紙に貼って，センターにいる皆で共有しようという
イベントである。
参加した研修生にはスタンプカードを渡し，1回参加す
るごとに，好きなシールを 1つ選んでスタンプカードに
貼ってもらう。そして，全部の回に参加した研修生には，
粗品を贈呈している。例年，参加者は外交官・公務員研修
の研修生がメインだが，回によっては他の研修生も飛び入
りで参加している。
各回のワードの発表は研修生連絡会で行っている。前回
の台紙を持っていって，研修生や担当の日本語教育専門
員，職員に見せている。その際に，研修生の中から数人を
当てて，自分が書いた短冊の言葉を読んでもらっている。
参加者によっては，使い慣れた言葉を言える機会，センター
の皆に自分の国の言葉を紹介できる機会とあって，元気よ
く教えてくれる。その姿が誇らしげに見えて，聞いている
こちらも楽しい気持ちになる。また，この研修生連絡会へ
の参加は，図書館で姿を見かけない研修生の様子を知るい
い機会にもなっている。

図 4　「こんにちは」のライブラリースタンプ
（2024 年 11 月実施）

3.3　文化・学術専門家研修
センターの研修のもう一つの代表が，文化・学術専門家
研修である。こちらは，日本語学習を必要とする研究者た
ちの研修だ。公募制である。中級程度の日本語能力を持っ
た人たちが集まってくる。参加人数は 10名程度。出身国
としては，アジア，欧米がほとんどで，他の地域（中南米

など）の人たちが少し混じるという感じだ。研修期間は 6
カ月間である。
研修生の雰囲気は，外交官・公務員研修とはかなり違う。
学究肌で静かなタイプが多い。先の大先輩に言わせると「み
んなオタクなのよー」である。こちらはこちらで個性が際
立っていると言えるだろう。この研修の参加者が図書館を
利用する度合いが一番高い。
3.3.1　図書館オリエンテーション
図書館利用の度合いが高いことを念頭に，研修生へのオ
リエンテーションも工夫している。ポイントは，「いかに
研究の役に立つか」である。研究のために図書館を使って
もらう，という視点から，オリエンテーションとして以下
の事を行っている。
（1）図書館ガイド
図書館ガイドは時間をかけて念入りに行う。まず，大体
5人くらいのグループに分ける。カウンター前の展示コー
ナーあたりの説明は，サーッと済ませて，メインは一般書
架の案内である。研修生の研究テーマに関係のある棚を詳
しく紹介して回る。それから，館内OPAC，ヨミダスな
どのデータベースを簡単に紹介する。最後に，「この図書
館にない本は全国の図書館から取り寄せます。無料です。
コピーも取り寄せます。こちらは有料です。」と強調する。
そのための申込書も忘れずに案内する。
（2）研究テーマの聞き取り
研修開始後のできるだけ早い時期に，研修生一人一人か
ら，研究テーマの聞き取りを行う。研修生に，自分の研究
テーマについて語ってもらう時間である。
この時に，研究テーマに関係する本を研修生に紹介する。
一人一人の研究テーマについては，事前に研修担当者から
情報をもらっている。それに従って，関連する本を集めて
おくのだ。
研修生の研究テーマは多岐に亘っている。妖怪を研究し
ている研修生がいるかと思えば，即身仏研究のために，出
羽三山までフィールドワークに出かける研修生もいる。文
学研究の場合でも，対象となる作家，テーマは様々だ。と
ても自館の蔵書だけでは対応できない。他の図書館からの
借用本が頼りである。
こうして集めた本を，研修生の目の前に並べるのである。

「あなたの研究を図書館はバックアップします」という姿
勢を，最初に示すのである。口で説明するだけではない。
行動と態度で相手に伝えるのだ。
（3）研修期間中のサポート
研修が始まった後も，「研究に役立ちそうな本を研修生
の目の前に並べる」姿勢は変わらない。研修生から要求
があった本はもちろん徹底的に提供するが，要求がなくて
も，「これは」と思う本が見つかると，その本を他館から
借用する。そして，研修生に「こんな本が見つかりました。
あなたの研究に役立つかもしれません。見に来てくださ
い。」と連絡するのだ。
この方法については，異論のある人もいるだろう。図書
館担当者 2人の間でも意見が分かれている。「それは，
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調査・研究の代行ではないか。」と職員Aは言う。「そん
なにストイックに考えなくてもいいじゃないの。研究の役
に立てばいいんだから。」と職員 Bが言う。A「研究に必
要な本を選ぶのは研修生自身なのだから，図書館はそこに
踏み込まない方がいい。」B「こんな本があります，と薦
めてもいいのでは。その上で，読むか読まないかは研修生
が決めればいい。」A「必要な本を探し出すことも研究活
動の一環です。それは，研究の楽しみでもある。探してい
た本を，自分の力で見つけた時の喜びは大きい。」B「でも，
大きな大学の留学生だったら，そこの図書館に行くだけで
直接本に触れて，読むことができる。他から借りてきた本
を研修生に見てもらうのは，大学の留学生の立場に少しで
も近づけようという，せめてもの条件整備だ。」
こんな感じである。結論は出ていない。出ていないまま，

「取り敢えず，やってみよう」で続けている方法である。
小さな図書館ゆえの，止むを得ない方法と言えるのかもし
れない。
3.3.2　情報検索ガイド
文化・学術専門家研修の研修生は，各自，日本に関する
研究テーマを持っており，専門的な資料を必要としている。
自ら情報収集活動が行えるように，授業の何コマかを使っ
て，情報検索ガイドを実施している。「図書編」と「論文・
便利な情報編」との 2回に分けて，各 1時間半ずつの授
業である。研修生が早期に情報収集を進められるよう，研
修スケジュールの初期（来日から 1ヶ月以内）に 2回に
分けて実施している。
「図書編」では，国際交流基金図書館のOPACと他の大
学図書館の本を探すweb サイトとしてCiNii�Books を紹
介する。「論文・便利な情報編」では，論文をさがすweb
サイトのCiNii�Research，研究者を探すwebサイトであ
る research�map，デジタルアーカイブを探すweb サイ
トの 1つとして国立国会図書館デジタルコレクションを
紹介している。web サイトの使い方を説明した後は，検
索演習の時間を 10分ほど取り，各自の研究に関係のある
資料を探してもらう。検索演習の時は，私たち図書館員は
教室内を回り，研修生の質問に答えたり，研修生の検索の
様子を確認したりしている。また，研修生が設定したキー
ワードが適切か等のチェックも行っている。
情報検索ガイド実施にあたっては，研修を担当する日本
語教育専門員と研修開始前に打ち合わせを行い，各自の研
究テーマを把握している。また，研修生が図書館に来館し
た際に話した研究テーマも合わせて頭に入れておく。そう
することで，演習の際にキーワード設定に困った研修生が
いれば，サポートがしやすくなる。
さらに，文化・学術専門家研修 6ヶ月コースでは，国
立国会図書館関西館へ訪問する機会もある。その事前準備
として，「NDLガイド」と称して国立国会図書館サーチの
使い方も紹介している。
この事前準備の時間があることで，各自の研究に関連す
る資料が関西館にどのくらいあるか調べて，閲覧したい資
料を事前にピックアップすることができる。「訪問日当日

の時間を効率よく使うことができた」という感想も研修生
から寄せられている。

4．図書館ネットワークについて
今まで見てきたように，私たちの図書館のサービスは，
他館との連携によって支えられている。他の図書館からの
借用本なしでは，本の展示も研修生への資料提供も非常に
貧弱なものになってしまう。最後に，私たちの図書館が関
わる図書館ネットワークについて説明したい。
本を借りる際にまずチェックするのは，国際交流基金所
属の 2館（東京の本部ライブラリー，埼玉の日本語国際
センター図書館）の蔵書である。それぞれ特色のある蔵書
構成であり，頼りになる存在だ。物流も保障されている。
通常で週に 1～2回，臨時便も含めると，いつでも資料の
搬送が可能である。
次にチェックするのは，大阪府立図書館を含めた大阪府
内の公共図書館の蔵書である。有難いことに，大阪府立図
書館が提供する蔵書検索システム「大阪府内Web-OPAC
横断検索」で，府内公共図書館の所蔵状況はすべて把握で
きる。さらに有難いことに，見つかった資料は，最寄りの
図書館（私たちの場合は田尻町立公民館図書室）まで車で
運んでくれる。しかも週 1回のペースである。しかも無
料である。本当に助かる。
この支援体制なしに，私たちの図書館のサービスは成り
立たない。この体制を担っている府立図書館に，この場を
借りて御礼を申し上げたい。また，府内の図書館システム
の窓口として，日常的に私たちからの資料要求に応えてく
れている田尻町立公民館図書室にも，合わせて御礼を申し
上げたい。
府内公共図書館で見つからない本もかなりある。学術書，
専門書などは，ヒットしないケースが多い。そんな時は，
CiNii�Books で大学図書館の本を探す。当館はNACSIS-
CAT/ILL に加入しており，全国の大学図書館の資料を利
用できる。これも，条件として恵まれている点だ。公共図
書館の蔵書と大学図書館の蔵書の両方にアクセス可能なの
だ。ここまでで，ほとんどの資料は見つけることができる。
それでも見つからない時は，全国の公共図書館に当たる。
国立国会図書館サーチや，カーリルの情報が頼りである。
そして，最後の最後は国立国会図書館である。

5．おわりに
ここまで読んでくれた方はわかると思うが，この図書館
はかなり特殊な図書館である。次の 2点が大きいと思う。
①主な利用者は研修生であり，外部利用者はごく少数に
限られる。
②研修生は短期間（一番長くて 8か月間）で入れ替わる。
継続した利用がない。
外部利用者，つまり不特定多数の利用者が少ないという
点で，公共図書館とは大きく違う。また，短期間で利用者
が入れ替わるという点で，大学図書館や学校図書館とも異
なる。
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このような違いはあるのだが，一方で，利用者に向き合っ
てサービスを行うという点では，他の図書館とも共通のも
のがあるのではないかと考えている。
また，今まで紹介してきたように，当館の特色は，海外
出身の利用者に対する資料提供という点にある。サービス
対象が「海外出身の利用者」であるために，もちろん様々
な工夫が必要になるが，さりとて日本人相手の場合とさほ
どの違いがあるとも思えない。どちらにせよ，相手の要求
をいかにつかむか，その要求に向かってどのように効果的
に働きかけるかが大切になる。この点もまた，すべての図
書館共通の課題であると考えている。
当館の取り組みが，他の図書館にとっていくらかでも参
考になれば幸いである。
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